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(特集) グローバ リゼー ションは世界 に何 をもた らすか
グローバル化時代における基準の意味
一国際会計基準を題材にして-





対に勝つとい う気迫 ･根性が足らなかった｣｢監督の選手選考 ･起用法に問題があった｣等々｡
しかし,そのような感情論 とは別に,興味深い指摘を行った野球人がいた｡元西鉄ライオンズの異色の
遊撃手であった豊田春光氏である｡豊田氏は,彼の受け持つ新聞コラム (｢チェンジアップ｣日本経済新
聞スポーツ面)において,星野ジャパ ン敗因の一つに ｢ボーノレの問題｣をあげている (2008年8月28日,
37面)｡豊田氏は,日本のプロ野球ではいわゆる ｢飛ぶポール｣が使用されており,当該使用ポーノレが国
際試合で使われるボールと異なることを指摘 している｡あわせて,国際標準ボール-の対応のまずさが星
野ジャパ ン敗因の一つではないかとい うことも指摘 している｡これらの指摘が重要なのは,野球が日本国
内でのみ行われるならば問題 とならないことも,｢世界｣ とい うフィール ドに入った途端,状況が一変 し







て考察する端緒 としたい｡なあ これからは,基準あるいは標準を意味する言葉 として,適宜 ｢スタンダ
ード(standard)｣ とい う言葉も用いることにしたい｡
現在,スタンダードとい う言葉は,｢デファクト･スタンダード｣ とい う用語 としてしばしば耳にする
機会がある｡デファクト･スタンダードとは,｢事実上の標準｣ とい う意味であり,｢独自の技術を独占し
て利益を上げようとする｣(新宅 ･江藤 [2008]iv頁)考え方がベースにある｡つまり,｢企業が提唱する





ドゥズ｣および ｢インターネット･エクスプローラー｣ とい うソフトを使 うことによって,基本的に同一
の操作で,誰 もが世界の情報にアクセスでき,かつグローバJL,にコミュニケーションを図ることができ
る｡これらの点は,当該デファクト･スタンダードの最大の利点であり,｢光｣の部分 と言 うことができ
る｡ しかし一方で,｢ウィンドウズ｣および ｢インターネット･エクスプローラー｣の両者 ともマイクロ





た ｢影｣の部分 とい うことができよう｡我々は,スタンダードの便利さ･快適さという ｢光｣の部分 と共
に,それが ｢排除の手段｣ ともなり得るとい う ｢影｣の部分があることも知 っておかねばならない｡｢標






いては,必然的に英語を母国語 とする者が有利になるとい う ｢影｣の側面もまた生ずることになる｡非英
語圏出身者は,グローバルに活躍 しようと思えば,自らの専門分野の学習とは別に言語 としての英語を学
んで習得する必要に迫られる｡そうしなければ,グローバルな決定を行 う局面に加われない｡特に現代は,












い うことは,人類の永きにわたる夢 ･理想であった｡ しかしながら,この理想が達成されるためには,力(パ
ワー)の背景が必要であることは前述 した通 りであるQつまり,理想 ･理念がいかに素晴らしいものであ
ったとしても,グローバル ･スタンダードになるためには力 (パワー)の背景が前提 となるのである｡こ
のことを示す好例 として,エスペラント語があげられる｡エスペラント語は,どの既存の言語に属するこ
とのない人工語である｡ したがって,特定の出身国の者だけが有利 となることなく,世界中の人々がコミ
ュニケートする手段 となるはずであった｡ しかしながら今 日に至るまで,エスペラント語がグローバル ･
スタンダードとしての地位を得ているわけではない｡これは,エスペラント国あるいはエスペラント語を
活用 したいとい う組織等の,強力な力 (パワー)の背景がなかったことに起因している｡
グローパ′レ化時代における基準の意味 - 1 2 3 -
このエスペラント語に比されていたのが,かつての国際会計基準 (IASあるいはIFRS,当論文内では
全て ｢国際会計基準｣ と表記する)である｡国際会計基準は,1973年に ｢唯一組の会計基準｣の作成の
ために設立された国際会計基準委員会 (IASC,現在は国際会計基準審議会 (IASB))が目指 した基準であ
った｡IASC設立当初,国際会計基準は,理念先行で力 (パワー)の背景のない,いわゆるエスペラント
語になると噸笑されていた｡風向きが変わり始めるのが,証券監督者国際機構 (IOSCO)とい う公的機
関の集合体が,国際会計基準に対 して条件付 きながらも支持を表明 し出した1987年あた りからである｡
いわゆる,力 (パワー)の背景を獲得 しつつあったのである｡




されている (例えば徳賀 [2006]報告)0EUの戦略を策定する欧州委員会 (EC)は,｢『国際デジュール


















































































問題が表面化 し,世界的な金融危機が生 じている現在,｢企業の利益 とは何か ･何であるべきなのか｣あ
るいは ｢利益 とはそもそも何によって保証 ･担保されているのか｣といった問題を,今再び考え直さなけ
ればならない時に来ているのではないだろうか｡
5. おわりに
既述のように,基準化 ･標準化 (スタンダリゼ-ション)は,グローバ リゼーションと軌を一にして展
開 している｡つまり,我々はグローバ リゼーションの流れから無縁ではいられないのと同様に,スタンダ
リゼーションの流れから無縁でいることはできないのである｡ しかしながら,その際,例えば古 くは日本











435頁)だけとい う状況に陥ってしまうか,｢『追随するか』それとも 『脱退するか』 という究極の二者択
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